
第６学年の結果と考察                        調査人数 68,695人 

 

 

 

 

 

問題 
評価基準及び割合（％）Ａ      B      

           C1     C2     C3 

１ 

(１) 

Ａ Ｂ Ｃ  

正答  
左記以外の 

誤答・無答 

(２) 

Ａ C1 C2  

正答  
左記以外の 
誤答・無答 

２ 

(１) 

Ａ C1 C2 C3  

正答 
  左記以外の 

誤答・無答 

(２) 

Ａ C1 C2 C3  

正答 
  左記以外の 

誤答・無答 

 

１ (1)と(2)は異分母分数の乗法・除法の計算ができるかをみる 

問題である。除法の正答率は77％と前回よりも数値が下回った 

結果であった。除法の仕方では、除法を逆数にして計算せず、 

そのまま乗法で計算していると思われる答えが12％と、前回よ 

りも3ポイント増えている。計算の指導にあたっては、手順を 

習熟させるだけではなく、数直線や面積図等の図を活用し、計 

算の構造を児童がしっかりと捉えられるようにしていきたい。 

 

２ 分数の乗法・除法が用いられる場面について正しく立式することができるかをみる問題である。(1)は等分 

除、(2)は乗法の場面である。除法についての正答率は長い間同じ傾向が続いており、場面から正しく立式する

ことができる力の育成が大切である。そのためには、数直線を用いて数量の関係を正しく捉えさせることが効

果的である。様々な場面で児童が数直線をかけるように、教師も指導していくことが大切である。数直線がう

まくかけない児童には、分数を簡単な整数や小数に置き換えて場面を指導したり、「一つ分の量×いくつ分=全

体の量」という言葉の式にあてはめて数量の関係を捉えさせたりする方法も考えられる。また、立式する前に

商を見積もり、見積もりに戻って答えの妥当性を確かめることも間違いを防ぐ手だてとして有効である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

（１）の数直線 

 ０         ４  3／4倍 □ 

                    （kg） 

                    （ｍ） 

 ０        3／4 3／4倍 １ 

3／4mは１mの3／4倍だから、□kgの3／4倍が４kg。

□×3／4＝４だから４÷3／4で□を求められる。 

（２）の数直線 

 ０        □  3／4倍 ４ 

                   （kg） 

                   （ｍ） 

 ０       3／4 3／4倍 １ 

3／4mは１mの3／4倍だから、４kgの3／4倍が

□kg。４×3／4＝□で□を求められる。 
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問題 
評価基準及び割合（％）Ａ      B      

           C1     C2     C3 

３ 

(１) 

Ａ C1 C2 C3  

正答 ○い ○え 
左記以外の 

誤答・無答 

(２) 

Ａ C1 C2 C3  

正答 ○あ ○う 
左記以外の 

誤答・無答 

 

 

 

３ 乗数や除数の大きさから積や商の大小を見積もることができるかをみる問題である。正答率は60％、55％で

あった。半数に近い児童が正しく見積もることができない実態である。27％の児童の中に分数のわり算につい

ての理解が不十分であることが分かる。整数のわり算では、商は必ず被除数よりも小さい値であった。しかし、

小数や分数では、被除数よりも大きくなってしまうことがあることを理解していかなくてはならない。そのた

めに、数量の関係を数直線上に表し、乗数や除数が1より大きい場合や小さい場合について視覚的に理解でき

るように指導を工夫していきたい。 
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□ × 1／3の数直線 x = 積とする 

           1／3倍 

 ０      ｘ          □ 

                    

                    

 ０     1／3         １ 

1／3倍 

積ｘは、□よりも小さくなる。 

□ ÷ 1／3の数直線 x = 商とする 

           1／3倍 

 ０      □          ｘ 

                    

                    

 ０     1／3         １ 

1／3倍 

商ｘは、□よりも大きくなる。 



 

 

 

問題 
評価基準及び割合（％）Ａ      B     C1 

           C2     C3     C4 

４ 

Ａ Ｂ C1 Ｃ2  

完答 ○いのみ 

○うのみ 

○えを 

含む誤答 

左記以外の 

誤答・無答 

５ 

Ａ B C1 

 完答 
○いのみ 

○えのみ 

○あを 

含む誤答 

C2 C3 C4 

○おを 

含む誤答 

○あ,○お 

両方を含む 

左記以外の 

誤答・無答 

６ 

(１) 

Ａ C1 C2 C3  

正答 ○あ ○い 
左記以外の 

誤答・無答 

(２) 

Ａ C1 C2 C3  

正答 ○あ ○い 
左記以外の 

誤答・無答 

【年度の横の記号は、☆：上学年から下りてきた問題、※：問題の一部を変更して実施した問題】 
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４ 様々な数値の比から、等しい比を見付けることができるかをみる問題である。比が等しいかどうかは、比の

値を求めて同じ割合かを調べる方法がある。例えば、今回サラダ油とすの量の比は３：２であるため、比の値

は３÷２＝３／２である。そのため、○えは「90÷40＝９／４のため、比の値が違う」といったように、対象と

なっているものを分数に表して約分させることが間違いを少なくする。また、A：BのAとBに同じ数をかけた

り、同じ数で割ったりしても等しい比ができるなどの比の性質を理解させることも必要である。 

 

 

５ 比例の関係を捉えることができるかをみる問題である。○おを選んだ児童が、○あ、○おの両方を含むを合わ

せて 33％もいた。解答である○いは、水の量と深さの関係であり、比例関係がイメージしやすい。比例の学習

の導入場面でも出てくることや、二量のみを考えれば、関係性をつかみやすい事が理由として考えられる。し

かし、正答の○えや誤答の○おはイメージがつかみにくい。この２つの選択肢は、二量の関係だけではなく、「○

○が同じ」といった、条件付きの二量の変化を読み解く必要が出てくる。さらに、「底辺が同じ」の場合は、比

例関係であり、「面積が同じ」の場合は、比例関係ではない。（下図参照）つまり、一定にする場所によって比

例関係かそうでないかが決まり、児童を混乱させてしまう。実際に数値を入れ、表などに表し比例関係を明ら

かにさせる方法や、下図のような絵や図に表し、２倍、３倍に増えると図形がどのように変化するのかを確か

める方法が有効である。 

 

○底辺が同じ三角形の高さと面積・・・比例 

 ※底辺を4㎝とする。 

高さ（㎝） 
2 4 6 8 10 

面積（㎠） 
4 8 12 16 20 

  

 

○面積が同じ四角形の縦と横・・・比例ではない（反比例） 

 ※面積を24㎠とする。 

縦（㎝） 
12 8 6 4 3 2 

横（㎝） 
2 3 4 6 8 12 

 

 

 

６ 文字を使って数量の大きさを表すことができるかをみる問題である。(１)の正答率は87％、(２)の正答率は

88％とおおむねよくできていた。児童の中には、□がхのような文字に変わっただけで困難なイメージをもっ

てしまう児童もいる。文字式から文章問題を作らせたり、文字式を活用する場面を多く取り入れたりする指導

を丁寧にすることで、文字式を読むことに慣れさせたい。 

 

  

   

     

     


